
342 今年中の遊星による掩蔽

（12）七月5日．木星が〔うし座ω〕星を掩歯する．（星は4．8等の肉眼星）

　駆れは1914年LJ來の珍現象であるが，見える地方は殆ん曹太ZF洋中の・、

　ワイ島に限られてみる．時刻は

　　潜入　　午後llev12分，　位置角（北より）93。

　　出現　K午前0　16　，　　〃　（　〃　）247・

　但し，星の光度が大きいからリクやヰルソン山天文毫あナこりの大望蓮鏡

　で観測が出來るだらう．（此の地方では日出後だけれ♂）

（13）八月5日．金星が〔B．D．十2101109〕星を掩忘する・（星は8・6等級）

　逼れは南アメリカで見えるのみ．例へば，アルヘンチナ國コルドバでは

　　潜入　　午後7時42分，　位1角（北より）50つ

　　出現　　　　　〃　　7　　47　　，　　　　　〃　　（　　〃　　）3000．

（14）十一月27日．金星が〔てんびん座・〕星に接近，（星は5．3等星）

　当れも，南太ZF洋では掩蔽が見えるのだが，南米では叢間になる．北米

　ローエル天文皇では午後10時30分頃，星が金星の北縁から3”ほε・離れ

　て見える、

　　　　　　　　第四回汎太李洋加配會議

　去る1926年（大正十五年）の秋，我が東京で開かれた第三回三太三洋學術

會議の事は當時の「天界」第69號第533頁あたりにも詳しく載せたもので

あるが，今1929年には此の會議の第四回會合が南洋オランダ領ジヤバで開

かれる．

　今年の會議は五月16日から六月五日までε決定されナこ・之れは営って「天

界」第79號第432頁にも報じた通り，五月9日のH食のこεを始めから考

慮しナこ結果であって，此の日食の槻測に参加する全世界の天文學者ナこちを・

汎着陸暦仁議にも参加させるつもりで，其の便宜のために決定されたもの

である．しかし，今までに難行委員から公表されナこプログラムについて見

るε，闇々の中には特に天文學者の興味を呼びさうな題目が甚だ少ない・
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我が日本からは京都帝國大學の山本博士夫妻ε東京帝國大學の早乙女博士

　εが天文學執縛Eして此の會議に加はる筈であるが，他の追々から覧る天

文學者は果して誰々であるか，今は未だ不明である．

　　今回の審議は

　線裁　　　　　tランダ國殖民大臣，同國外務大臣，同國東印度纏督・

　名望會長　　　オランダ領東印度の上院副議長

　名三尊尊長　　ナランダ領東印度の陸軍総指揮官，外8氏（東京の第三回會長櫻

　　　　　　　　　　井博士た含む）

　名弓懸員　　　西ジヤバ州知事，外46氏（バタビアの帝國総領事三宅氏な含む）

我が日本國より参加する會員

　　東京帝國大學教授

　　東北帝國大盛教授

　　徳川生物學研究所長

　　東京地學協會主幹

　　豊北帝國大歳教授

　　地質調査所技師

　　東京帝國大盛教授

　　邊信省工務局長

　　京都帝廟大蒲教授

　　東北帝國大息教授

　　東京帝國大面教授

　　中央氣象嘉技師

　　主猟官

　　農林技師

　　東北帝國大刀助教授

　　東京帝國大毒助教授

　　京都帝國大學教授

　　東京帝國大學教授

　　文部省囑託

　　京都帝國大學教授

　　疏薄総督府中央研究所技師

　　滴鐵地質調査吊技師

　　水路部技師

　　憂華甲國大平教授

　　東京帝國大庭教授
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京都帝二大學講師

東北帝國大壷講師

農事試験場技師

丁丁田大學授二

二北帝國大回教授

水路部員

徳川生物學研究所員

京都照照大回教授

　　　　　　　子爵　田中阿歌麿

　　　　　　　　　　田中館秀三

　　　　　農學博士寺尾　博
　　　　　　　侯曾　徳　川　義　親

　　　　　　　　　　同　　　夫　人

理學博士　工學博士　徳　永　重　康

　　　　　理學博士矢部長克
　　　　　海軍少佐　岸　人　三　那

　　　　　　　　　　江　本

　　　　　理學博士　山　本　一　清

　　　　　　　　　　同　　　夫　人

實行委員ミしては

　総務部　総長　　　　バンドン工業院教授

　　　　　次長　　　　バイテンゾ1ング市ゴム研究所長

　　　　　首席幹事　　バイテンゾルグ植物園

　　　　　次席総幹事　軍記官

　　　　　財務幹事　　・7”ヤバ銀行員

學術部

　　（1）物理學部部長　バンドン地質測量局

　　　　　　　　幹事　バタピヤ王立地磁氣氣象墓長

　　（2）生物學部部長　バ6テンゾルグ植物園長

　　　　　　　幹事　バイテンゾルグ動物博物館長．

　　（3）農晶晶　部長　茶研究所長

　　　　　　　　幹事バイテンゾルグ農事研究所長

　肚交部　庖丁接待係　バシドン火山研究所長

　　　　會揚係　　バンドン地質測量局

　　　　　出版係　　　パィテンゾルグ農務部商業課長

會議の日割は

五月16日午前11時　　　　　バタピア［：て開會式

　同　18日

同20日よリ同24日までバンドンにて各州険

同25日　　　　　バンドンにて閉會式
五月14日より六月4日まで　諸種の覗察族行
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∫．Stroomberg氏

バンドンにて部會（物理二部のみ）

　因みに，次の第五回汎太李洋學術會議は，1932年頃，北米のカナダか，

叉は合衆國で開かれるらしい豫想である．


